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（さわだ　みなと）

澤田　港（介護福祉士）

（けあせんたーけやき　せいさんせいこうじょういいんかい）

ケアセンターけやき 生産性向上委員会

施設名

演題名 電気代削減対策の見直し

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

電気基本料金削減
温暖化・電気代の高騰の影響から冷房費が増える懸念があるため、前回の施策を継続・改善し、今年の夏に
向け取り組む。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 7

リーダー名
（職種）

回

活動期間

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）基本料のベースとなるデマンド値の理解広めて、節電を促進し電気代削減
（目標値）2024年3月までに2022年同時期と比較しデマンド値を30％削減

・節電物品の追加
・共有部の照明管理を各部署に割り当てる
・委員会での進捗状況の確認
・節電呼びかけるポスターの作成
・デマンド説明会の上映
・各部署朝礼等の申送り時でのその日のデマンド値の周知

（実施前）2022年4～6月　デマンド平均値　86.6
（実施後）2024年4～6月　デマンド平均値　68.0（21.4％減）

標準化：節電対策、管理一覧表を作成し各部署で周知を行なう
管理：毎月委員会で対策の進捗を確認、節電の促しを行う
教育：施設内研修でのデマンドの説明会動画の上映

ケアセンターけやき

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

③管理部門

④その他

作業療法士

島山　智貴

吉田　卓

R5.12〰R6.6

取り組種別 問題解決型

澤田　港 （介護福祉士）

阿部　慎太郎 介護福祉士

島田　聡美 ケアマネージャー

平井　敏男 介護福祉士

介護福祉士

介護福祉士笹川　義弘

松崎　裕統 言語聴覚士

事務

①職場単位の活動

②複数の職場が連携した活動

④組織全体で取り組んだ活動

澤田　港



【現状把握】

【目標設定】

【要因解析】

【対策の立案と実施】



【効果の確認】



【標準化と管理の定着】

【反省と今後の進め方】


